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Ⅰ 実証実験実施結果報告



コロナの影響を受けている商店街の活性化をテーマの公募提案であるインターネット
を利用した「ネットイベントSHOP支援サービス」システムにより、
商店街の運営の活性化の支援に寄与することをねらいとした実証実験に取り組むことと
しました。

（１）背景

１．実証実験のねらいと検証すること

国（含む横浜市）、民間企業（含む商店街と個別商店）、個人等すべての関係者が経済へ
の貢献、社会へ貢献、環境保護への貢献をそれぞれの立場の役割をそれぞれ関係先と
パートナーシップをとりながら取り組むことが環境問題や社会問題を解決するための世界
共通の目標であり、「誰一人取り残さない社会」という共通理念を踏襲することです。

そのこと受けて、I・TOP横浜によるプロジェクトの推進は、
「持続的可能な産業化の促進とイノベーションの推進を図る（SDGsの目標９）への対応
として “市内企業の持続的成⾧・発展”へのテーマに取り組んでいることと推察します。
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（２）「ネットイベントSHOP支援サービス」の基本的方針

（１）単独ではなく、近隣商店街とのパートナーシップも重視した商店街ネットイベント
ショップ間のネットワークを基本としたしくみをめざす

（２）できるだけ費用が発生しないようなシステムの選定と運用方法を設計する
（３）商店街ネットイベントショップの機能

①商店街を構成する加盟店全体に対して商店街全体と（他の近隣商店街ショップ）
への連携がとれる機能

②ネットイベントショップで行うネットイベントSHOPには参加ができない店舗も
パートナーシップがとれる機能

（４）各店舗ネットイベントショップの基本的機能を一つの商店街ネットイベント
ショップで可能な運用機能

①店舗で個別に電子ショッピング機能整備を要望する場合は、そのシステム内に
店舗の紹介（ホームページ機能）と電子ショプの二つの機能とし、 ショップとの
パートナーシップのための商店街とのリンクを行うこととする

②ネットイベントショップで電子ショッピング機能を必要としない店舗もパートナー
シップがとれる様に、ショップ内にその店舗紹介する機能

１．実証実験のねらいと検証すること

～パートナーシップを重視した活動で本牧の活性化を目指すこと～
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（３）「ネットイベントSHOP支援サービス」実証実験の概要
（実施場所）本牧リボンファインストリート （実施期間）2023.3.1～3.31

商店街ネットイベントSHOPのTopページ

本牧RFS 商店街HP機能

電子割引チケット適用の店舗
・店舗のHP機能
・電子割引チケット発行機能

商店街ネットイベントSHOP内の特別SALEページ

商店街ネットイベントショップで行う
ネットイベントSHOPには今回参加ができない店舗

商店会ネットイベントショップ
利用に関する個人情報保護方針
検討案

不動産業

タクシー会社 行政書士 はり灸治療院

ライブハウス生かす
リメイク工房

１．実証実験のねらいと検証すること
Ⅰ 実証実験実施結果報告



（３）「ネットイベントSHOP支援サービス」実証実験の概要

本郷商栄会

広域商店街
ネットワーク

本郷商栄会HP

本郷商栄会HP、満寿屋、杉山牛肉店

満寿屋

満寿屋のHP機能

本郷商栄会HP他の近隣商店街とのパートトナーシップ

今回は近隣商店街の
各２店舗のみ連携

【近隣商店街とのパートナーシップ】

１．実証実験のねらいと検証すること
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【実証実験広報ポスター】

（３）「ネットイベントSHOP支援サービス」実証実験の概要
１．実証実験のねらいと検証すること
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（４）実証実験で検証すること
（検証ー１）

ホームページ機能とネットショップ機能の兼用システムで運用可能可否の検証を行うこと

（検証ー２）
電子割引チケットの来店促進策の有効性の検証

（地域ポイント普及のために、来店するだけでポイントがもらえる事例の水平展開）
電子割引チケット（店舗単位で発行）の配布（お客様がシステムに会員登録を行って、
０円で購入すると、メールで電子割引チケット（店舗単位発行）が送られてくるので、
店舗に来店時スマホ内の電子チケットをお店に見せて割引を受けるサービス）

１．実証実験のねらいと検証すること

商店街の活性化には、
来街と来店の人の流れをつくる仕掛けにより経済効果の向上をめざす

ことです。
電子割引チケット０円で購入と取り置きサービスのための

今回の実証実験の目的は、来街と来店の人の流れをつくる仕掛けのモデルとして
”商店街ネットイベントショップ”の有効性を検証することです。
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I・TOP横浜 実証実験記者発表資料2023.2.28資料

BJmokaプロダクション

１．実証実験のねらいと検証すること
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２．実証実験の実施結果
（１）電子割引チケットの購入と取り置きサービスの結果

（電子割引チケットの購入）
６件

（取り置きサービス）
４件

❹

❶

②

➋

❸

①

③
④

⑤
⑥

（電子割引チケットの購入）①～⑥

（取り置きサービス）❶～❹
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（２）検証結果
（検証ー１）

ホームページ機能とネットショップ機能の兼用システムで運用可能可否の検証を行うこと

ホームページ機能とネットショップ機能の兼用システムでの運用は、十分可能と思われます。
ただし、商品価格 ０円表示があるため多少違和感はあるものの、ホームページを保有し

ない商店街や店舗には、使用料無料で商店街及び各店舗で簡単にデータ更新も可能なため
有効であると考えられます。

本格的なホームページを必要となった場合には、ネットショップ機能のみを利用すること
にすれば問題はないと思われます。

【検証結果】

２．実証実験の実施結果
Ⅰ 実証実験実施結果報告



２．実証実験の実施結果

（検証ー２）
電子割引チケットの来店促進策の有効性の検証

（地域ポイント普及のために、来店するだけでポイントがもらえる事例の水平展開）

【検証結果】

（2）検証結果

電子割引きチケットを０円取得の結果は、６件でしたが、実際に電子割引チケットを
利用するために当該店舗にまだ来店されていないため、物珍しさのためか、割引率に魅力
が、あったのかの判断は、今の段階では評価できません。

→割引率と当該商品への魅力度にもかかわりもありますが、少なくとも、注目喚起の効果は
あったものといえます。
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（3）実証実験実施結果の評価
２．実証実験の実施結果

（評価ー１）
ホームページ機能とネットショップ機能の兼用システムについて

商店街・店舗で独自のホームページや電子ショッピングが、システム使用料が、無料
で運用可能なことから、ホームページを保有しない商店街や店舗には有効なシステム
といえます。

（評価ー２）
商店街の活性化で最も需要な要素である新たな来街・来店を増やすことのへ
の支援に寄与することについて

新たな来街・来店を増やすには、システムの適用やそれなりの割引の適用では、
インパクトが不足しているため、

①エリア内からの人の来街・来店を増やすため方策
②エリア外からの人の来街・来店を増やすため方策

が必要と考えます。

評
価

評
価
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Ⅱ 商店街の今後の取り組みへの提案



1．エリア内での人の来街・来店を増やす方策
エリア全体での各商店街相互のパートナーシップの強化により、各商店街での特売やイベントの情報の共有化
により、エリア内の来街来店を増やす

(1)本牧エリア全体の特売やイベント等の情報の共有化の促進

店舗
電子ショッピング
システム

店舗
電子ショッピング
システム

店舗

電子ショッピング
システム

B商店街ネット
イベントショップ

店舗

電子ショッピング
システム

店舗
電子ショッピング
システム

店舗
電子ショッピング
システム

店舗

電子ショッピング
システム

D商店街ネット
イベントショップ

店舗

電子ショッピング
システム

店舗
電子ショッピング
システム

店舗
電子ショッピング
システム

店舗

電子ショッピング
システム

A商店街ネット
イベントショップ

店舗

電子ショッピング
システム

店舗
電子ショッピング
システム

店舗
電子ショッピング
システム

店舗

電子ショッピング
システム

C商店街ネット
イベントショップ

店舗

電子ショッピング
システム

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

本牧エリア全体の特売やイベント等の情報の共有化の促進

本牧エリア全体情報の発信（HOMMOKU BASE、マリンFM）

❶本牧エリア全体への情報をWEBとマリンFMで発信
●エリア内の各商店街での特売やイベントの情報の発信

➋各商店街間のパートナーシップ連携の促進

情報の発信

各商店街
ネットイベントショップ
の機能整備

各店舗の電子ショッピン
グ
の機能整備
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１．エリア内での人の来街・来店を増やす方策

①商店街ネットイベントショップの機能に整備
（商店街のHP機能）→ 現行のHPの充実整備
１．本牧エリア全体の紹介と特売やイベント等の情報の共有化
２．商店街内の紹介

①商店街の紹介とイベント等の取り組み紹介
②個別店舗の紹介

・電子ショッピング採用店舗（簡単に紹介）
・電子ショッピングになじまない店舗（詳細紹介）

３．パートナーシップリンク
・エリア内商店街HPへのリンク
・商店街内の個別店舗の電子ショッピングシステムへのリンク

②店舗の電子ショッピングの機能の整備
（個別店舗の電子ショッピング機能）

実証実験システムの個別店舗版の整備
１．商店街全体の紹介とイベント等の紹介
２．個別店舗内の紹介（店舗のHP機能）

①店舗の紹介と目玉セール等
②個別店舗の電子ショッピング機能

・電子決済、取り置きサービス、電子割引チケット等
３．パートナーシップリンク

・エリア内商店街HPへのリンク
・加盟商店街へのリンク

～本牧エリア全体の特売やイベント等の情報の共有化の促進～
(２)情報の共有化の促進にための具体的機能の整備案
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地元地域タクシー会社の観光タクシーへの取り組みの確認
日本初の地が、このエリアに沢山ありミニ観光ツアーとして最適の環境にあり、
この地域のタクシー会社４社が、横浜の歴史・発祥地めぐりコースの観光タクシーの事業を行っている。

本牧（山手地区）は横浜市中心市街地の南に位置する小さな半島を占め、風光明媚な場所としても知られています。
また鎌倉幕府が⿁門の鎮護として創設した本牧神社があり、現在も続く「お馬流し」神事は、神奈川県の無形文

化財に指定されているなど、その歴史は古く、明治の豪商、原三渓によって開かれた三渓園（全国の古い建物を移
築した広大な日本庭園）があり、多くの文豪が執筆活動の地として選んだことでも有名です。

この地は横浜開港の舞台となり、その後も外国人の居留地が多かったこともあり
多くの「日本初」（日本の吹奏楽発祥の地、君が代が生まれた地、日本で初めてビールがつくられた地、テニス発
祥の地）が残るエリアです。
終戦後はアメリカに接収された歴史が、日本文化とアメリカ文化が融合した。古き良き横浜を彷彿とさせる、一大
文化の発信の地となりました。

（１）山手（本牧）地区の地域特性の確認

2．エリア外部からの人の来街・来店を増やす方策
～「日本初」が残る地域特性をアピールして、新たな来街・来店を促進する～
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（２）地域の特性を生かした活性化の方策（案）

「日本初」（日本の吹奏楽発祥の地、君が代が生まれた地、日本で初めてビールがつくられた地、テニス発祥の地）
が残るエリアの地元商店街をアピールして、新たな来街・来店を促進する。

具体策として、横浜市のmｙrout（市営地下鉄・バス共通1日乗車券:大人830円 バスのみ:600円）を利用した
「横浜の歴史（山手地区）・日本初 発祥地めぐり」を利用した “エコノミー観光コース”を WEBとマリンFMで
紹介・発信する。＊ICカードのスイカ又はパスモでもバス1日乗車券がバス乗車時に購入できる

2025年問題（３人に一人が65歳以上、５人に一人が75歳以上となる）で、高齢化の進行と高齢者自動車事故多発
が社会問題化していて免許返納が急速に進行います。それにより移動貧困者が増加し、高齢者の引きこもりも社会問
題化しつつあり、これまで商店街等に買い物に来街していた高齢者顧客も激減する恐れがあります。
地方に比べ人口の特別に多い横浜の特性から、気づかなかった現象も、今後表面化することが予測されます。

一方、デパートでの買い物、お墓参り、観光・温泉旅行(日帰り/宿泊) 結婚式への参列、映画鑑賞、観劇、美術館
巡りなど、社会とのかかわりを求める高齢者の移動願望は、逆に増えることも予測されます。

商店街として、前述のような社会問題が、顕在化する前に、地域の特性を生かした活性化の方策として、「日本初」
が残るエリアの地元商店街を積極的に地域外へアピールして、新たな来街・来店を促進することが求められていると
考えます。

国土交通省により推進されているトヨタ等が開発した次世代の移動システムのアプリで鉄道やバス、タクシーなどの公共交通機関や
カーシェアなどの移動サービスを、利用者にとって最適となるよう組み合わせて、検索、予約、決済などを一括でおこなうサービス
（Maas＝Mobility as a Service ）で、JR西日本とトヨタ等でタクシー配車・予約・決済にタクシー配車アプリの実用化が始まっていて、同じアプリを
採用した横浜市でもバス・市営地下鉄にとどまらず、鉄道、タクシー、電動自転車等を総合的に活用した移動手段がスタートしています。

また、JR東日本や小田急電鉄では、電車以外の交通サービス（タクシーバス等）と提携をはかり、ひとつの移動サービスとして提供していこうとする
実証実験も本格開始されています。

（注）mｙroutとは →（資料6）

～本牧エリア全体への情報と「日本初」が残る地域特性をWEBとマリンFMでも情報発信する～

Ⅱ 商店街としての今後の取り組みへの提案
2．エリア外部からの人の来街・来店を増やす方策



【桜木町駅前】→バス 三渓園（資料１）→（観光）→徒歩 本牧神社（神奈川県指定民俗文化財指定 神事であるお馬流しで有名）（資料２）
→バス 本牧宮原（アメリカの雰囲気が残る街散策:ムーンカフェ と ムーンアイズ）（資料３）→バス （本牧１丁目）→徒歩
本牧商店街（お馬流し祭礼グッズ店舗他）（資料２）→徒歩 妙香寺（君が代発祥）（資料4）→徒歩
山手公園（テニス発祥記念館）（資料４）→徒歩 西洋館群（エリスマン邸、外人墓地、イギリス館他）（資料４）→徒歩【中華街元町駅】

商店街としてｍｙroutを利用した地域の特性を生かした観光コース例を紹介する
～「横浜の歴史（山手地区）・日本初 発祥地めぐり」の “エコノミー観光コース” （参考コース）～

山手観光案内英語版 山手観光案内
中国語版 山手観光案内

多言語版HPはこちら
（English 英語版） （Germany ドイツ語版）
（French フランス語版） （Italian イタリア語版）
（Latin ラテン語版） （Spanish スペイン語版）
（Traditional Chinese版） （Korea 韓国語版）

クリックすると当該言語に
翻訳表示されます

（多言語対応の地域の特性に紹介:BJmoka観光案内試験サイトより

韓国語版 山手観光案内フランス語版 山手観光案内

（3）具体的方策例
Ⅱ 商店街としての今後の取り組みへの提案
2．エリア外部からの人の来街・来店を増やす方策



<観光案内参考作成例>
（資料ー１）三渓園
（資料ー２）本牧神社と本牧RFS商店会

（お馬流し祭礼グッズ店舗商品）
（資料ー３）アメリカの雰囲気が残る本牧宮原の通り
（資料ー４）日本初 発祥の地と西洋館のバラ
（資料ー5）その他の花の名所
（資料ー6）国土交通省推進（Maas＝Mobility as a Service ）のアプリｍｙrouteの使用例

（資料編）



明治の豪商、原三渓によって開かれた三渓園
（全国の古い建物を移築した広大な日本庭園）

（資料ー１）三渓園
（資料編）



本牧神社

本牧神社は、横浜市中区に所在する神社である。本牧地域の総鎮守で、 例祭
の翌日に行われる神事であるお馬流しは神奈川県指定民俗文化財に指定され
ている。
創設時期については諸説があり、本牧神社由緒書によると、
1192年 鎌倉幕府を開設した源頼朝が、鎌倉から⿁門の方角である北東にあ
たる本牧の地の鎮護のために朱塗厨子を奉納したことが始まりであるとして
いる。

お馬流し神事
本牧神社例祭であるお馬流しは、茅を編み込んで作ったお馬と呼ばれる馬頭
亀体の人形に厄災をのせて、根岸湾に流す 神事である。1566年から行われ
ていると伝えられている。お馬流しは「ハマの奇祭」と呼ばれることもある
が、その起源は鎌倉時代に本牧にある和田山が軍馬の放牧地であった地域的
特性に関わっている、と指摘している
出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』

本牧商店街（お馬流し祭礼グッズ店舗商品）

（資料ー２）本牧神社と本牧RFS商店会（お馬流し祭礼グッズ店舗商品）

（資料編）



ムーンカフェ と ムーンアイズ（グッズ販売）

ハワイにありそうなファミレス

外車の中古販売会社（本牧神社近く）

（資料ー３）アメリカの雰囲気が残る本牧宮原の通り
（資料編）



山手公園テニス発祥記念館 妙香寺（日本初君が代発祥の地）

キリンビール記念碑（日本初ビール発祥の地）

1885年の頃 千代崎町

西洋館（イングリッシュガーデン）

（資料ー４）日本初 発祥の地と西洋館のバラ
（資料編）



本牧神社上の本牧山頂公園

本牧神社上の本牧山頂公園

（資料ー5）その他の花の名所

日本初 競馬場発祥の地 根岸公園 と 公園内梅園

公園内梅園

本牧神社上の本牧山頂公園

山下公園のバラと横浜公園のチューリップ

（資料編）



（JR西日本での使用例） （横浜市での使用例）

（資料ー6）国土交通省により推進されている
（Maas＝Mobility as a Service ）のアプリｍｙrouteの使用例

（資料編）
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BJmokaプロダクションは、イベント事業に従事する事業体です。

今回、実証実験の機会を与えていただいた I・TOP横浜 と 実証実験に協力をいただいた本牧RFS商店会の会⾧及び店舗の方々に感謝の
意を表します。

社会環境の変化として、２０１５年の国連サミットで採択され、SDGsは地球上のすべての国が取り組むべき普遍的なものとして、
行政・企業・団体・個人においても年齢を問わず、積極的に取り組むことが求められています。

最近では、保育園でもその教育が行われつつあります。（SDGｓは、2030年まで世界の「あるべき姿」を示していて、特に、企業に
とっては、「今できること」の延⾧線上に将来を予測するのではなく、この将来の「あるべき姿」から逆算して「今何をすべきか」を考
える経営思考が必要と言われています。～SDGｓ経営ガイド 2019年５月 経済産業省資料より～）

当社は、コロナ禍により、生活様式等社会変化も急速に変化し、従来のビジネスモデルでは今後事業継続が困難になると判断し、
今後の社会の変化を想定した新たなビジネスモデルの創出をすべく対応策を検討していました。

I・TOP横浜によるプロジェクトの推進は、「持続的可能な産業化の促進とイノベーションの推進を図る（SDGsの目標９）への対応と
して “市内企業の持続的成⾧・発展”へのテーマに取り組んでいることと推察しました。

今回、コロナの影響を受けている商店街の活性化をテーマにした提案公募があり、当社として、インターネットを利用した
「ネットイベントSHOP支援サービス」システムにより、商店街の運営の活性化の支援に寄与することをねらいとした実証実験に取り組
むこととしました。

実証実験を通じて、“持続可能な事業運営の活性化”には、単に改善の道具（システム）である程度の効果はあるものの、求める“商店
街の運営の活性化効果”を得るためは、別の視点からのビジネスモデルへの変革への取り組みの必要性をあらためたて痛感しました。

あのトヨタでもすでに自動車メーカーではなく、あるゆる移動サービスを提供するモビリティカンパニー（移動サービス企業）へと
変化しようとしています。

大きな社会的変化の時期には、航空機の開発でもよく言われたように、従来の視点によるプロペラ航空機の改善・改良の取り組みだけ
では、ジェット機の開発は全く不可能であることが、過去よく言われていましたが、今回、このことをあらため痛感しました。

当社としての実証実験の取り組みの成果は、社会動向の変化のスピードの速さをあらためて知ることができ、また、今後のあたらたな
視点でのビジネスへの取り組みへのヒントが得られことです。
I・TOP横浜 と 実証実験に協力をいただいた本牧RFS商店会の会⾧ 及び 店舗の方々にあらためて感謝の意を表します。


